














　新型コロナウイルス感染拡大により，2020 年度前学期の富山大学の授業は 4 月下旬に遠隔で開始し
た。国際機構の日本語プログラムについても全科目，Web 会議システム Zoom を用いて同時配信で遠
隔授業を実施した。授業資料の配布や課題の回収等は，富山大学では LMS（Learning Management 
System，学習管理システム）として Moodle が導入されていることから，日本語プログラムの全科目












「漢字 C1」「文法 C1a」「文法 C1b」の 4 つの Moodle 定期試験の内容および試験作成において留意した
点を述べたあと，遠隔でのオンライン定期試験の実施結果を報告する 2）。
2　授業の概要 
　2020 年度前期の中級クラス「漢字 B1」と上級クラス「漢字 C1」「文法 C1a」「文法 C1b」の授業の
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は評価の対象としなかった。定期試験は，「漢字 B1」「文法 C1a」「文法 C1b」では学期半ばの第 7 ～ 8
週に中間試験，第 14 ～ 15 週に期末試験，2 つの定期試験を実施したが，「漢字 C1」では期末試験のみ
を実施した。
表 1　2020 年度前期授業の概要





















































　2020 年度前期の中級クラス「漢字 B1」と上級クラス「漢字 C1」「文法 C1a」「文法 C1b」の定期試
験（100 点満点）の内容を表 3～ 9に示す。いずれの試験も授業中に学習した内容を問うものであり，「文
法C1a」「文法 C1b」の Q7 の作文問題以外は，試験中に教科書や辞書の使用は認めなかった。
表 3　2020 年度前期中級クラス「漢字B1」の中間試験（40 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 漢字の読みを書く 記述 1 点× 20 問 1 問ずつ 6 分
Q2 同じ仲間の漢字を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 全問同時 4 分
Q3 漢字語の品詞を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 8 問 1 問ずつ 3 分
Q4 対語を選ぶ 多肢選択（5 択） 1 点× 10 問 1 問ずつ 3 分
Q5 文意に合う漢字語を選ぶ ミッシングワード（3 択） 1 点× 12 問 1 問ずつ 4 分
Q6 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 8 問 全問同時 3 分
Q7 文中の漢字語の形を選ぶ ミッシングワード（3 択） 1 点× 10 問 1 問ずつ 3 分
Q8 読みに合う漢字語を選ぶ 多肢選択（4 択） 1 点× 10 問 1 問ずつ 3 分
　*Q5 は類義語に関する問題，Q6は造語性の高い漢字に関する問題。
表 4　2020 年度前期中級クラス「漢字B1」の期末試験（45 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 漢字の読みを書く 記述 1 点× 20 問 1 問ずつ 6 分
Q2 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 全問同時 6 分
Q3 対語を書く 記述 1 点× 10 問 1 問ずつ 6 分
Q4 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 全問同時 5 分
Q5 漢字を選んで熟語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 全問同時 4 分
Q6 文中の漢字語の助詞を選ぶ ミッシングワード（3 択） 1 点× 10 問 2 問ずつ 3 分
Q7 文意に合う漢字語を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 15 問 1 問ずつ 5 分
　*Q4 は接辞的用法を持つ漢字，Q5は副詞的に使われる漢字，Q7は類義語に関する問題。
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表 5　2020 年度前期上級クラス「漢字C1」の期末試験（40 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 同音の漢字語を選ぶ 多肢選択（3 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 8 分
Q2 漢字の読みを書く 記述 1 点× 10 問 1 問ずつ 4 分
Q3 文意に合う漢字語を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 15 問 1 問ずつ 6 分
Q4 文意に合う漢字語を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 5 問ずつ 6 分
Q5 漢字を選んで複合語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 5 問ずつ 6 分
Q6 漢字を選んで対語を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 5 問ずつ 4 分




Moodle の試験結果に書きテストの結果を加えて 100 点満点となる。「漢字 C1」では漢字の書きテスト
は行わなかった。
表 6　2020 年度前期上級クラス「文法C1a」の中間試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ 多肢選択（4 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 12 問 1 問ずつ 6 分
Q3 前後を組み合わせて文を作る 組み合わせ 1 点× 10 問 5 問ずつ 4 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 15 問 1 問ずつ 7 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 13 問 文章ごと 6 分
Q7 5 つの表現を用いて文章を作る 作文 10 点（1 表現につき 2 点） 15 分
　* Q6 は 3 つの文章（各文章 4 ～ 5の空所）を用意。
表 7　2020 年度前期上級クラス「文法C1a」の期末試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 14 問 1 問ずつ 7 分
Q3 前後を組み合わせて文を作る 組み合わせ 1 点× 10 問 5 問ずつ 4 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 15 問 1 問ずつ 7 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 11 問 文章ごと 6 分
Q7 5 つの表現を用いて文章を作る 作文 10 点（1 表現につき 2 点） 15 分
　* Q6 は 2 つの文章（各文章 5 ～ 6の空所）を用意。
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表 8　2020 年度前期上級クラス「文法C1b」の中間試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 1 問ずつ 5 分
Q3 文の意味を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 5 問 1 問ずつ 3 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 20 問 1 問ずつ 7 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 12 問 1 問ずつ 6 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 文章ごと 8 分
Q7 9 つの表現を用いて会話文を作る 作文 18 点（1 表現につき 2 点） 20 分
　* Q6 は 3 つの文章（各文章 5つの空所）を用意。
表 9　2020 年度前期上級クラス「文法C1b」の期末試験（60 分）の内容
問題の内容 Moodle の問題タイプ 点数と問題数 表示方法 制限時間
Q1 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（4 択） 1 点× 17 問 1 問ずつ 6 分
Q2 語句を並べ替えて文を作る ドラッグ＆ドロップ 1 点× 10 問 1 問ずつ 5 分
Q3 文の意味を選ぶ 多肢選択（2 択） 1 点× 8 問 1 問ずつ 3 分
Q4 文意に合う表現を選ぶ ミッシングワード（2 択） 1 点× 17 問 1 問ずつ 6 分
Q5 動詞等の形を変えて文を作る 記述 1 点× 15 問 1 問ずつ 7 分
Q6 文章中に入る表現を選ぶ ドラッグ＆ドロップ 1 点× 15 問 文章ごと 8 分
Q7 9 つの表現を用いて会話文を作る 作文 18 点（1 表現につき 2 点） 20 分
　* Q6 は 3 つの文章（各文章 5つの空所）を用意。









そのため，「文法 C1a」「文法 C1b」の Q7 の作文以外はすべて 1 問 1 点として，問題数を多くするよう
心掛けた。
　第 2に，問題数を多くするには，1問あたりの解答時間を短くする必要がある。そこで，問題全体の
3分の 2以上を選択式，入力式は 3分の 1以下として，学生が短時間で解答しやすいよう選択式を多く
取り入れた。そして，入力式の問題についても答えは文字数が少なく，短時間で入力できるように配
慮した。


















　第 7 に，作文問題については，対面実施の試験では 1 表現につき 1 つ短文を作る，あるいは前後の
文脈に合わせ文を完成するといった出題を行っていたが，これらは短時間で例文をインターネットで
検索できるため，オンライン試験には適していない。そこで，N2 レベルの「文法 C2a」では指定され















である。試験中問題が生じた場合は，Zoom に接続するか Moodle でメッセージを送るなどして連絡す
るように試験開始前に伝え，学生が受験している間はMoodle で表示される学生ひとりひとりの進行状






59 点以下 60 点台 70 点台 80 点台 90 点台 計
漢字B1
中間試験 2人 1人 3人
期末試験 1人 1人 2人
漢字 C1 期末試験 1人 2人 2人 3人 3人 11 人
文法 C1a
中間試験 1人 2人 1人 1人 2人 7人
期末試験 1人 1人 1人 2人 1人 6人
文法 C1b
中間試験 4人 6人 3人 13 人
期末試験 3人 4人 6人 13 人
　各項目の制限時間の設定が適当だったかを検討するために，受験者が解答に要した時間の平均およ
び解答時間切れとなった受験者数，そして，解答時間切れの受験者が何問未記入となっていたかを表
11 ～ 17 にまとめた 4）。たとえば表 12 の Q3 は，終了時間が来るまで試験問題に取り組んだ学生が 2






















Q1 6 分 3 分 14 秒 0 人 - Q1 6 分 2 分 47 秒 0 人 -
Q2 4 分 3 分 23 秒 1 人 0 Q2 6 分 5 分 55 秒 1 人 0
Q3 3 分 1 分 00 秒 0 人 - Q3 6 分 6 分 00 秒 2 人 0, 4
Q4 3 分 2 分 28 秒 0 人 - Q4 5 分 3 分 55 秒 1 人 0
Q5 4 分 3 分 13 秒 1 人 0 Q5 4 分 3 分 16 秒 1 人 0
Q6 3 分 2 分 45 秒 2 人 0, 0 Q6 3 分 2 分 39 秒 1 人 0
Q7 3 分 2 分 47 秒 1 人 0 Q7 5 分 3 分 47 秒 0 人 -











Q1 8 分 3 分 59 秒 0 人 -
Q2 4 分 2 分 26 秒 1 人 0
Q3 6 分 4 分 25 秒 1 人 1
Q4 6 分 4 分 21 秒 3 人 0, 2, 4
Q5 6 分 2 分 44 秒 0 人 -
Q6 4 分 2 分 30 秒 2 人 0, 1
Q7 10 分 6 分 51 秒 0 人 -
　「漢字」の試験については，「漢字B1」の中間試験Q6（漢字を選んで熟語を作る，ドラッグ＆ドロッ
プ）と期末試験Q3（対語を書く，記述），「漢字C1」の期末試験Q4（文意に合う漢字語を選ぶ，ドラッ
























Q1 7 分 6 分 5 秒 2 人 0, 1 Q1 7 分 5 分 31 秒 1 人 1
Q2 6 分 5 分 34 秒 3 人 0, 0, 0 Q2 7 分 5 分 50 秒 0 人 -
Q3 4 分 2 分 56 秒 0 人 - Q3 4 分 3 分 16 秒 1 人 0
Q4 7 分 5 分 32 秒 0 人 - Q4 7 分 5 分 2 秒 1 人 0
Q5 7 分 4 分 1 秒 0 人 - Q5 7 分 4 分 59 秒 1 人 0
Q6 6 分 3 分 18 秒 0 人 - Q6 6 分 2 分 41 秒 0 人 -
Q7 15 分 13 分 32 秒 3 人 Q7 15 分 13 分 24 秒 4 人

















Q1 7 分 6 分 24 秒 7 人 0, 0, 1, 1, 2, 2, 5 Q1 6 分 4 分 52 秒 4 人 0, 0, 2, 6
Q2 5 分 4 分 27 秒 2 人 2, 3 Q2 5 分 4 分 52 秒 7 人 0, 0, 0, 0, 0, 0, 1
Q3 3 分 1 分 53 秒 0 人 - Q3 3 分 2 分 3 秒 1 人 0
Q4 7 分 4 分 54 秒 0 人 - Q4 6 分 4 分 34 秒 2 人 0, 0
Q5 6 分 4 分 50 秒 4 人 0, 0, 3, 3 Q5 7 分 5 分 32 秒 3 人 0, 0, 2
Q6 8 分 4 分 50 秒 0 人 - Q6 8 分 4 分 27 秒 0 人 -













の多さが影響している可能性もある。1 問ずつ順番に解答して時間内に 20 問終える設定であるが，時
間配分が不得手な学生の場合，最初のほうで時間をかけて考えているうちに残り時間が少なくなって














































～ 8）は問題がなかった，6 人（S9 ～ 14）はぎりぎりだった，短かったという回答だった。時間的に
厳しかったと回答した 6 人は，理由として，ゆっくり考える時間が足りないこと（S10，S11，S13），
試験準備が不足していた（S11，S12），入力が得意でないこと（S9），インターネット環境がよくなかっ
たこと（S14）を挙げていた 6）。インターネット環境については，試験実施中に Zoom の接続を切るこ
とによってある程度つながりやすくなったと思われるが，一度にアクセスする学生が多いと接続しづ
らくなることも考えられる。受験者の多くは Q1 → Q2 → Q3 → Q4…と順番に進めていたが，中には
Q6 → Q5 → Q4 → Q3…や Q2 → Q3 → Q4…→ Q1 のように進めた学生もいて，試験終了後に理由をた
ずねたところ，ほかの学生と違う問題から始めたほうがインターネットの接続がうまくいくと思うか
らという回答だった。受験者が多い場合は Q1 から始めるグループ，Q2 から始めるグループというよ
うに試験前に解答順を指定する方法を取ってもよいかもしれない。






































5）インタビューの内容について説明を行い，同意が得られた受講者に対し，2020 年 8 月 11 日（火）～ 14 日（金）






















⑻　富山大学総合情報基盤センター https://www.itc.u-toyama.ac.jp ＞「Moodle インストラクタ用ガイド（富
山大学版）」，2020 年 10 月 29 日最終閲覧
